私のベガにまつわるお話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つくば市在住　倉本　茂樹

2008年7月5日は何回目の開催になるのでしょうか「星の友会」が開かれ、1年ぶりに懐かしい皆様と再会できて嬉しく思っております。会場にはお見かけした事のない方が出席しておられ、幹事の紹介があるまではプラネタリウム番組「戦場に輝くベガ－約束の星を見上げて」の関係者であることがわかりませんでした。その方々の出席を企画された幹事の皆様に、流石と思いました。会場に山梨県立科学館の機関誌「スペースシアター」Vol.32が配られており、改めてその番組の素晴らしかったことを思い出しました。

2008年3月14日付け当地の朝日新聞夕刊に番組の紹介記事が載せられ、3月15日から6月15日まで東京都中央区のタイムドーム明石で上映されるとのことでした。

上京した際に是非鑑賞したいと思い3月31日に、今年お引き受けしたJICA研修の講師打合せのために海洋情報部にお邪魔した際、上映開始の午後4時まで時間をつぶして、タイムドーム明石を探しながら行ったのですが、残念ながらその日は月曜日で閉館しておりました。新聞には閉館日まで記されていなかったので、落胆のうちに有楽町まで歩いて戻って来ました。結構、有楽町まで距離があるのですが、歩きながら「何としても鑑賞するのだ。」との強い意志を持ちました。

地元の朝日新聞販売店は、時々愛読者サービスとして各種催し物や水族館や動物園の入場券を抽選でプレゼントしてくれています。ある日、安野光雅画伯の「三国志」を描いた展覧会が日本橋高島屋で開かれており、その入場券の抽選プレゼントのお知らせが新聞に挟まれて届きました。画伯の絵が大好きという家内が早速応募しましたところ、見事に2枚当たりました。私の出身県（島根）の偉大な画伯ではありますが、家内ほどには興味のない私に、どうしても付き合えということで、5月16日それを観に日本橋まで出かけました。絵の鑑賞が終わり、そそくさと帰ろうとする家内に「今日は、あなたに付き合ったのだけど、久しぶりに東京へ出てきたのだからこれからは、僕に付き合って欲しい。」と申し入れ、タイムドーム明石の上映時間を見計らって、高島屋前からタクシーを奮発して、「戦場に輝くベガ」を観に行きました。入場者は、私達夫婦の他に一組の若いカップルが居るのみでした。久しぶりの素晴らしい星空とドラマに私達二人とも感慨一入でした。と申しますのも、私達夫婦が出合ったのは私が倉敷水路観測所勤務の時で、付き合い初めて幾度となく、家内が観測所の望遠鏡を覗きに来たことがあるものですから、彼女も久しぶりに眺めるプラネタリウムが映し出す星空とドラマに昔のことを思い出したようでした。

ドラマはご覧になった方も多いと思いますので、内容には触れませんが、悲恋の物語の中にも水路部の正門や建物、そして出版物が映し出されて懐かしさ一入でした。最初「早く帰って夕飯の支度を。」と言って一緒に観ることを一旦拒ばんでしぶしぶ付いて来た家内も、観終わってとっても喜んでくれました。

戦争による悲劇を二度と繰り返してはいけないのは当然でが、GPSの登場により軽んじられている天測技術などこのまま忘れ去られてよいのだろうかと、帰りの車中で話し合ったものです。

　さて、ここから私の「ベガにまつわるお話」の始まりです。私は昭和36年3月に海上保安学校を卒業し、倉敷水路観測所に赴任しました。このときが「星の友の会」のつながりの最初です。倉敷水路観測所も後継の美星水路観測所も時の流れとはいえ、今は既になく、寂しいことこのうえないものがあります。赴任の日は春雨が静かに降っておりました。時の所長は金子秀さん、次席は監物邦夫さんでした。夕刻に到着した私を所長が駅頭まで出迎えて下さり、事務所に着くや否や天測室に案内されて、仕事の説明を受けたことを今も鮮明に憶えています。すぐに仕事の説明を受けたのには理由がありました。丁度その頃が「星食観測」の時期であり、所長、次席、私と3人の所員のうち監物さんが四国の香川県牟礼町での「等縁星食観測」に本庁応援で出張中であり、翌日から監物さんが戻って来られるまでは、金子所長と二人で観測しなければならない状況にあったのです。

　住宅事情が悪く、また安給料であったため、今ではとても許されることではありませんが、私は「万年当直」の名目で観測所事務室の隣部屋で寝起きすることになりました。私が昭和39年4月、海上保安大学校水路研修乙に入るまでそこでの生活が続きました。

　倉敷水路観測所の構内には、倉敷天文台があり、というよりも観測所が天文台の中にあったと表現した方が正しいのでしょう。構内の別棟には天文台長の本田実氏一家が住んでおられました。

当時から倉敷は観光都市として、日曜、祭日など倉敷美術館や民芸館、考古館見物に多くの観光客が訪れていました。天文台も見学コースの一つとなっており、休日ともなると見学者が訪ねてきたものです。本田先生（当時所員みんなで、尊敬の念からこう呼んでおりました。）は皆様ご承知の彗星探索で高名な方で、私が観測所在勤中に紫綬褒章を受けられたほどです。先生が手の空いた時は見学者への説明を自らしておられましたが、手の空かない時や、お留守のときは私に説明役が回って来ました。

ある日のエピソードをご紹介します。妙齢？の50才代とおぼしきご婦人5名の見学

がありました。私が案内役だったのですが、天文台のドームへ導き入れ、ひととおり説明を終えたとき、一人のご婦人が「あの建物は何をするものですか。」と質問して来ました。あの建物とは観測所の屋根が両開きになる水路観測所の観測室のことです。すかさず私は「海上保安庁の天体位置表など暦を発行するために、あそこで夜になると、セイショクカンソクをしております。」と答えましたら。「あらーやだー。夜するのは当たり前でしょ。こんなところで海上保安庁のお役人様が、お若いのにセイショク観測をしているのー。」と顔を赤らめみんなして大笑いでした。私は「若くても、それが任務ですから。」と真顔で答えたのですが、他の4人は面白そうに手をたたいて喜んでおりました。その時はどうしてこのおばさま達がそんなに面白がるのか分かりませんでしたが、後で私の説明の「星食」を「生殖」と取り違えたらしいことがわかり、カーと血が上ったものです。

　それから数日後の夏のある日、一見して商社マンらしい、いでたちの紳士が二人訪ねて来ました。二人は日産自動車の社員で、「今度、日産自動車では大衆向きの乗用車を製造販売する予定だが、その愛称を天文に関係するものにしたいと考えている。そこで、天文台に相談に来たのだが、何かロマンチックで大衆向きの星の名前を教えてもらいたい。」とのことでした。当時、家内との付き合いが始まったばかりで、彼女に天の川を挟んで対峙する「アルタイル」と「ベガ」を七夕の話とともに望遠鏡で覗きながら話していたこともあって、すぐさま「ベガ」のことが頭に浮かびました。お二人にひこ星と織女星のことを彼女に語ると同じように話しましたところ。「「ニッサン・ベガ」か、これは良い響きですね、検討します。」と言って喜んで帰られました。数ヶ月経た頃、新聞一面を費やした大きな日産の新車広告が載りました。新車の名前は「ニッサン・サニー」でした。残念ながら私推薦の「ニッサン・ベガ」ではなかったわけです。「ニッサン・サニー」が走り回るのを見るたびに悔しかったものです。

　それから、私は昭和４０年の春、広島の第六管区海上保安本部へ移ったのですが、数年後、自動車の免許を取りに自動車教習所へ通い始めました。流石に広島の教習所です。教習車はマツダの製品だけでした。車名を聞いて驚きました。その名は「カペラ」で、天体から名前をつけているのを知り驚きました。あのころは、天体からの名前を新車につけることが流行っていたのでしょうか。当時、今は亡き古川寿さんが、免許取り立てにも拘わらず新車の「ニッサン・サニー」を乗り回されていたのも思い出します。

　およそ「戦場に輝くベガ」の高尚な「ベガ」ではありませんが、家内と久しぶりに見たプラネタリウムの「ベガ」から４０数年も前に眺めた倉敷の星空を思い出し、懐かしさとともに思い出した「私のベガにまつわるお話」ではあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年９月１８日

